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1．概要 

 二つの 2 項分布母集団を 𝐾層上で比較する問題を考える．オッズ比の一様性が仮定出来る場合

は例えば Gart (1970)により共通オッズ比に関する推論を行えば良い．一様性検定については最尤

法や，Breslow & Day検定が良く知られている他，Zelen (1971)の正確検定も利用出来る．正確

推論に関しては Agresti (1992)のサーベイが参考になる．本論は𝐾層に自然な順序がある場合に，

単調性，および凸性を対立仮説とする検定について論ずる．このうち単調性に対する最大対比検

定はHirotsu et al. (2001)の特殊ケースに当たり，その特殊ケースはまた太田他(2003)で詳しく論

じられている．本論ではまず，この検定について基礎統計量の規準化に用いられている漸近分散

を正確分散に置き換える改良を行い，Fleiss 他(2003)のロジット線形モデルによる交互作用解析

と比較する．その結果は良く整合する．次にオッズ比に関する凸性仮説検定の定式化を行い，新

たに最大対比正確検定を提案する．この二つの問題について，累積χ二乗型検定も与える． 

２．定式化 

第𝑘層のデータを𝑦𝑖𝑗𝑘，その確率を𝑝𝑖𝑗𝑘(𝑝𝑖∙𝑘 = 1)で表す，ただし，𝑖 = 1, 2 は二つの 2項分布母 

集団，𝑗 = 1, 2は成否の反応，そして𝑘 = 1, ⋯ , 𝐾は層を表す． この時，𝑦𝑖𝑗𝑘を並べたベクトルを𝒚と

して，確率分布は𝑔(𝒚) = ∏ ∏ {𝑦𝑖∙𝑘! ∏ (𝑝
𝑖𝑗𝑘

𝑦𝑖𝑗𝑘 /𝑦𝑖𝑗𝑘!)2
𝑗=1 }2

𝑖=1
𝐾
𝑘=1 で与えられる．ここで 対数線形模型：

log 𝑝𝑖𝑗𝑘 = 𝛾𝑘+𝜑𝑖𝑘+𝜏𝑗𝑘+𝜔𝑖𝑗𝑘を想定した上，周辺和𝑦𝑖∙𝑘および𝑦∙𝑗𝑘を与えた相似検定を考えると，条

件付き確率分布は𝑔(𝒚, 𝝎) = ∏ 𝐶−1(𝜔𝑘 )𝑏(𝑦11𝑘)exp(𝜔𝑘𝑦11𝑘)𝐾
𝑘=1 という簡単な形になる．ただし，𝒚

は改めて𝑦11𝑘を並べたベクトルとし，𝜔𝑘が推論対象である対数オッズ比である．この先，𝜔𝑘に関

する単調性，および凸性検定は Poisson分布に対するHirotsu & Tsuruta (2017)にならい，カー

ネルおよび漸化式遂行の不等式の変更を適切に行うことにより実行出来る． 
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